
2.3.2 エラトステネスの篩活用法
指導内容 学 習 活 動

約数の個数
�� ��問．次の数の約数を求めてみよう。

数 約数 数 約数
1 1 7 1, 7

2 1, 2 8 1, 2, 4, 8

3 1, 3 9 1, 3, 9

4 1, 2, 4 10 1, 2, 5, 10

5 1, 5 11 1, 11

6 1, 2, 3, 6 12 1, 2, 3, 4, 6, 12

・約数の表を見て，気がついた事をノートに書こう。
素数の意味 ・1とその数自身しか約数を持たない数を素数といいます。

・1は素数ではありません。�� ��問．素数を求めることができるエラトステネスの篩をやってみよう。

約数の表からすぐに素数を定義してしまってもいいが，完全数 (自分以外の約数の和が自分
自身になる数)や不足数 (自分以外の約数の和が自分よりも小さい数)，過剰数 (自分以外の約数
の和が自分自身を超える数)等の話をまじえてもいいだろう。あわせて約数の個数に気づかせ
て，約数が奇数個の数は平方数といって，必ず約数で求めた真ん中の数の 2乗の形にすること
ができる等も付け加えると，数に対する興味が一層増すことだろう。

このエラトステネス (BC276-194)の篩は中学校でも指導をしてい
る場合がある。ほとんどは 100までの数であるので高校生用に 500

までの資料を用意した。資料Ⅰで復習し，合格できたら資料Ⅱ，資
料Ⅱが合格できたら資料Ⅲと進むといいだろう。生徒の実態に応じ
て柔軟な使用を望みます。
教師の皆さんはこのエラトステネスの篩は数の範囲が変わるとま

た最初に戻ってやらなければいけないことは知っている。生徒はそ
の意味がちゃんとわかっていないので，2回目を行うときは以前見
つかった素数に○をつけてから行う生徒がたくさんいる。新しい数
の範囲で行うときには必ず最初のステップに戻って行わなければな
らないことも指導の一つとして知っておいた方がいいだろう。

素数の個数
0～ 100 25個

100～ 200 21個
200～ 300 16個
300～ 400 16個
400～ 500 17個
500～ 600 14個
600～ 700 16個
700～ 800 14個
800～ 900 15個
900～ 1000 14個
合計 168個



2.3.2.1 エラトステネスの篩 III解答
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